
課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

防災・減災対策の推進と
意識の高揚

総務課

02-01-10-05-01・10-
01・12-01

情報防災係

電子自治体の推進 総務課

02-01-12-10-01・12-
01・14-01・16-01

情報防災係

出会い・婚活の場の提供 総務課

02-01-06-12-01 企画係

おでかけ町長室事業 総務課

02-01-06-05-01 企画係

申込みは低調だが開かれた行
政の実現を目指し、広聴機会を
確保のため事業は継続して実施
する。効果的な周知方法を引き
続き検討していく。

27 27 04 手法改善

事業周知のため、町広報誌への掲
載、町内公共施設へのチラシ配架、
各種会合等でのチラシ配布等を実施
したが、申込件数が伸びなかった。申
込団体からは希望するテーマに沿っ
た懇談ができ好評であったため、周知
方法等を改善しつつ「身近で親しみや
すい開かれた行政」の実現に向け事
業を継続する。

事業の周知を図るため、チラシ内
容の見直しを実施。公共施設へ
のチラシ配架、前年より1か月前
倒しをしてクローズアップへ記事
掲載、各種団体への声がけを
行ったが、申込みがない状況。

現状維持

▲ 88

202,816 103,081

3 手法改善

民間委員によるイベント運営は好評を
得ているが、令和５年度はイベントを２
回企画し、１回は女性の応募が少な
く、開催中止となった。もう１回は開催
出来たが、女性の応募者が応募締切
直前まで催行人数に達していなかっ
た。婚活イベントに応募いただいた方
や下諏訪町社会福祉協議会が運営
する結婚相談所登録者へアンケート
調査を行い、求められる婚活イベント
の形を探る。

応募者を増やすため、シンプルな
企画内容とし短時間のイベントに
するとともに、年齢や居住地の制
限を無くし、参加費を男性500円、
女性無料とし、応募のハードルを
下げたことで、令和6年度はイベ
ントを2回開催することが出来、4
組のマッチングが成立した。

手法改善

引き続き参加希望者が多くなる
ようなイベントの企画やマッチン
グ率が上がるように参加者の交
流手法を検討していく。予算は令
和６年度と同程度を前提としつ
つ、適切な開催回数とし、予算を
計上する。

361 273

35,165 62,701 27,536

2 拡充

行政サービスに即した新たなシステム
や機器の導入が必要であり、多くの
費用を要する事業である。一方で、
国、県及び諏訪地域においてＩＴ技術
を取入れた行政サービスの推進が加
速化しており、県及び諏訪地域６市町
村と情報を共有して、共同利用による
一層のコスト削減を図るとともに、情
報管理を徹底し、情報漏洩等が無い
よう、各種システムを維持管理してい
く。

各種情報システムについては、安
全かつ確実な運用がされている。
自治体情報システムの標準化・
共通化にむけた準備、財務会計
システム更改にむけた協議調整
を進めている。

拡充

各種情報システムを安全かつ確
実に運用するとともに、システム
の導入や改修については、共同
利用によりコストの削減を図る。
令和７年度中に移行が求められ
ている自治体情報システムの標
準準拠システムへ確実に移行す
る。

99,735

1 拡充

昨今、災害が頻発しており、地域防災
力の強化は、重要度を増しているた
め、総合防災訓練等、災害を想定し
た実践的な訓練、また障がい者、高
齢者等配慮が必要な方の個別避難
計画に基づいた訓練を実施して自主
防災組織を強化するとともに、防災士
の養成や防災ミニ講座を促進し、人
材の育成や住民の自助意識を高めて
いく。

個別避難計画の策定を進めると
ともに、防災ネットワークしもすわ
の協力を得て、向陽高校２年生を
対象とした防災教室をはじめ防災
ミニ講座を実施した。また、地域
防災力強化のため各区に分散備
蓄している食糧の補充更新、資
機材等の充実、啓発活動に対し
補助を行った。

拡充

個別避難計画の策定を進めると
ともに、防災ミニ講座等を促進す
る。各区自主防災会における資
機材等の拡充に対する補助、防
災ネットワークしもすわの活動の
支援を継続し、地域防災力の強
化を図る。また、県・町防災行政
無線の年次計画的更新や資材
等備蓄の充実を図る。

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
総 務 課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
総 務 課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減

姉妹都市交流事業 総務課

02-01-06-40-01 企画係

男女共同参画社会づくり
の推進

総務課

02-01-06-32-01 企画係

(新)地方創生応援税制
寄附金事業

総務課

02-01-06-48-01 企画係

デジタル化の推進 総務課

02-01-13-05-01
デジタル
推進室

1,270

294 ▲ 28

8 手法改善

下諏訪町DX推進計画に掲げた施策
に加え、住民サービスの向上及び行
政事務の効率化を実現するための施
策を実施する。また、デジタル推進委
員会において、行政手続オンライン化
調査を実施し、結果に基づきオンライ
ン化を促進する。令和５年度には、国
のデジタル田園都市国家構想交付金
を活用し、キャッシュレス決済導入事
業を実施した。

令和６年度開催のデジタル推進
委員会において実施した、行政手
続きオンライン調査の結果を踏ま
え、オンライン化が可能な手続き
についてはオンライン化を検討し
ている。また、令和６年度の長野
県の共同調達を活用し、入札に
関する手続きのオンライン化を予
定している。

拡充

長野県の共同調達を活用し、行
政手続きオンライン化のための
環境は整備、運用されているが、
県利用料の変更等による予算措
置を行いたい。

9,015 10,285

326 611 285

7 手法改善

マッチング業者とも協力し、積極的に
寄附を受け入れるとともに、寄附をし
てもらえるような魅力あるまちづくりを
推進し、寄附件数の増加をめざす。
トップセールスを視野に入れながら、
企業に対して町の事業説明等を検討
していく。

現状の寄附は１件（100,000円）で
あり、昨年度と比べ件数は少ない
状況である。

現状維持

税制改正により、法人税額の特
別控除制度の適用期限が令和７
年度から令和９年度までの３年
間延長されたため、引き続き、寄
附をしてもらえるような魅力ある
まちづくりを推進していく。予算は
令和６年度と同程度を前提とし、
郵便料の価格上昇分を考慮しつ
つ、旅費を最小限とした予算を計
上する。

322

6 手法改善

男女共同参画推進のため、啓発パネ
ル展やセミナーを開催し、広く町民に
考える機会を作っているが、地区の委
員より「男女共同参画のために何をし
たらいいか分からない」との声があ
る。第７次下諏訪町男女共同参画計
画策定に向け、住民アンケートを行
い、町民の男女共同参画に関する意
識調査を行い、推進策を検討改善す
る。

町民の男女共同参画に関する意
識を調査すべく、住民アンケート
を実施した。

拡充

令和６年度に実施した住民アン
ケートをもとに、町民の男女共同
参画に関する意識を把握し、第７
次男女共同参画計画を策定する
ほか、意識改革を推進できるよう
なセミナーや啓発パネル展を検
討していく。

令和６年度は南知多町で交流事
業を開催したことから令和７年度
は下諏訪町での開催となる。前
回下諏訪町で開催された令和５
年度と同程度を前提として予算
を計上する。

631 489 ▲ 1425 手法改善

新型コロナウイルス感染症拡大の影
響から、対面で開催する交流事業は
H31年（R元年）に南知多町にて開催
されてから、４年ぶりとなった。期間が
開いたこともあり、これまでの経験を
活かしづらい中での開催だったため、
今後の基準となるような交流事業の
実施を検討していく。

８月６～７日で事業を実施した。こ
れまでは小学校側へ周知及び参
加申込書のとりまとめをお願いし
ていたが、今年度は「すぐーる」に
て周知をし、申込みはLoGoフォー
ムから行ってもらった。抽選も男
女や学年等の比率や兄弟姉妹の
有無等を考慮して行った。

現状維持



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
総 務 課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減

(新)町制施行130周年記
念式典事業

総務課

02-01-06-42-01 企画係

(新)国土利用計画の策
定

総務課

02-01-06-24-01 企画係

デジタル化の推進（（新）
窓口キャッシュレス決済
導入事業）

総務課

02-01-13-05-01
デジタル
推進室

010 廃止

令和５年度中に計画の策定、計画書
の印刷、関係各所への計画書の配布
が予定どおり終了したため、事業廃
止。今後は総合計画等関係する計画
の策定に当たり活用し、整合性を図っ
ていく。

9 廃止
記念式典は単年度事業のため廃止
する。

0

0

〈令和５年度事務事業評価シートから転記〉

11 廃止
該当する各窓口へのキャッシュレス決
済システムの導入が完了し、正常に
運用がなされているため。



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

(新)オリジナルナンバー
プレート作成事業

税務課

02-02-02-10-01 収納係

〈令和５年度事務事業評価シートから転記〉

0

0

0

01 廃止

オリジナルナンバープレートの交付は
継続して実施するが、新規作成のた
めの事業は令和5年度をもって完了し
た。

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
税 務 課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

個人番号関連事業 住民環境課

02-03-01-14-01 総合窓口係

地球温暖化対策事業 住民環境課

04-01-07-16-01
生活環境係
（R6年度～

環境衛生係）

高齢者の保健・介護一体
的実施事業の運営

住民環境課

04-01-01-14-01 国保年金係

後期高齢者健診結果より、医療
機関受診が必要な方を抽出し、
受診勧奨を実施する。また、健診
を受診した方のフォローアップを
よりきめ細かく実施することで、
健診受診率向上や次年度の継
続受診につなげる。

3 手法改善

後期高齢者被保険者数は今後増加
する見込みであり、国民健康保険か
ら引き続いた保健事業へのニーズは
高くなっている。健診受診後は個別の
フォローとしての訪問に加え、結果説
明会や健康教室を実施する。フォロー
アップを手厚くすることが健診受診率
の向上に寄与すると考えられる。

血圧をテーマにした健診結果説
明会と個別相談会を実施。Ⅰ度
以上高血圧者かつ８０歳未満の
方に通知を送付して参加を促し、
国保から後期高齢者医療保険に
異動した後も保健事業に参加で
きるようにしている。その他訪問
対象者を抽出し、下半期で訪問を
実施予定。

手法改善 2,541 2,479 ▲ 62

5,209 ▲ 1,123

10,266 14,852 4,586

2 拡充

本格的にゼロカーボン事業を取り組
み、ハード面では補助金の創設、ソフ
ト面ではゼロカーボン宣言を行い、住
民への周知活動を行った。今後も地
球温暖化対策実行計画の実践を町
民、事業者、行政が一体となって取り
組むことにより、ゼロカーボンのまちを
目指す。

省エネ推進では町立図書館駐車
場にＥＶ充電設備を導入し、創エ
ネ推進では文化センター屋根へ
の太陽光発電設備設置のための
調査を実施した。昨年に引き続き
温泉熱活用会議を開催し、資源
の有効活用を模索している。不要
なプラスチックを減らすため、マイ
ボトルやマイバッグを持ち歩く取り
組みとしてデコ活を推進してい
る。

縮小

創エネ推進のため、文化セン
ター屋根に太陽光発電設備を
PPA方式で設置するほか、災害
対策の蓄電池、省エネ推進のＬＥ
Ｄ設備の設置を実施したい。ま
た、デコ活を推進し、プラスチック
類資源化や諏訪湖周３市町で共
同実施するデコツーリズム事業
費を予算計上するが、令和6年
度程の予算規模とならないこと
から縮小を見込んでいる。

6,332

1 拡充

保険証などのマイナンバーカードの利
活用は今後も幅広く行われるため、引
き続きマイナンバーカードの申請され
る方には丁寧な説明対応をしていく。

紙の保険証廃止に伴う、保険証と
してのマイナンバーカード申請及
びマイナポイント時にカードを作
成した方の電子証明書の更新が
増えており、平日・休日窓口等で
対応している。

拡充

マイナンバーカード交付・更新事
務に係る機器更改年度となるた
め予算の増額となる。
引き続き、マイナンバーカードの
申請の他、マイナンバーカードに
搭載されている「電子証明書」の
更新手続きを進めていく。

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
住民環境課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
住民環境課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減

環境の保全 住民環境課

04-01-07-05-01
生活環境係
（R6年度～

環境衛生係）

狂犬病予防対策事業 住民環境課

04-01-07-14-01
生活環境係
（R6年度～

環境衛生係）

生ごみリサイクル事業 住民環境課

04-02-02-16-01
生活環境係
（R6年度～

環境衛生係）

清掃センターの管理 住民環境課

04-02-02-18-01
生活環境係
（R6年度～

環境衛生係）

動物病院への啓発チラシの配布
などを呼びかけ、諏訪獣医師会
と協力し、接種率の向上を図る。
新規登録のオンライン導入に向
けて研究を行い、飼い主の負担
軽減を図る。

循環型社会の構築をめざし、生ごみリ
サイクル事業を民公協働事業として
実施している。今後も生ごみリサイク
ル推進委員会と協力し、事業を着実
に継続していくとともに、事業参加世
帯が増えるよう事業のPRも進めてい
く。堆肥還元の内容やゼロカーボンサ
ポーターの協力をさらに強化する。

11,770

▲ 40

湖浄連による定期的な清掃活動
など環境保全に積極的に取り組
み、引き続き、町との民公協働で
事業を実施していく。

477 437

環境基本計画に基づき、諸施策を実
施している。 環境保全活動の一部
は、美化活動など繰り返しの作業だ
が、関係機関や住民と共に継続して
実施していくことが重要である。また、
近年はヒシや外来動植物に加えて、
海洋プラスチックごみの原因となる河
川のごみも大きな問題となっており、
これら諸問題を関係機関や住民と共
に解決していく。

湖浄連と連携し、不要なプラス
チックを減らすため、ポイ捨てをし
ない呼びかけやごみを拾う活動を
実施している。また、海洋プラス
チックごみ問題として、小学生を
対象とした環境学習も実施してい
る。

現状維持

240手法改善

市町村長は、狂犬病予防法により、
犬の登録管理や狂犬病予防注射を
受けた飼い主に注射済票を交付しな
ければならないとされているので、引
き続き事業として接種率100％を目指
す必要がある。 諏訪獣医師会と連携
して、未注射の飼い主を対象に電話
にて注射接種の勧奨を行う。

接種率　R5 76.2％　R6 68.3％
（10月末）　動物病院での接種後
に町に注射済証を提出する手続
きが手間がかかるとの意見を飼
い主からいただいているため、諏
訪獣医師会との契約により、一部
の動物病院での新規登録と注射
済票交付手続きを令和7年度から
の実施に向けて準備を進めてい
る。

拡充

6 手法改善

355 115

4 手法改善

5

平成17年に開始した生ごみリサイ
クル事業は令和7年で20年を迎え
る。同時に発足した推進委員会も
民公協働で生ごみ収集行ってい
る。加入者増の取り組みとして堆
肥以外の参加特典を考えていく。
加入率 R6 18.76％　R7目標 20％

手法改善

20年目の節目の年として、推進
委員会による積極的な事業の見
直しを図るとともに、生ごみ処理
の費用が増加傾向のため、当事
業のほかに効率よい取り組みを
検討していく。

17,451 18,993 1,542

11,471 ▲ 299

7 手法改善

平成29年度にストックヤード等を新設
し、中間処理施設として整備された。
施設自体が老朽化しているため適宜
修繕等を行いながら、維持・管理に努
める。より多くの町民に利用していた
だけるよう全戸配布等で周知を行った
が、町民の持込件数は目標数を達成
することができなかった。今後も多くの
方に利用してもらえるよう、周知を
図っていく。

不要なプラスチックを減らすた
め、適切に管理を行う。プラスチッ
ク類資源化にあわせて、ごみ分
別ガイドブックを改定。同時に清
掃センターの利用方法をわかりや
すいものに変更予定。

現状維持
清掃センター利用者の増加を目
指し、ガイドブックを活用して周知
啓発を行う。



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
住民環境課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減

資源物等の処理 住民環境課

04-02-02-10-01
生活環境係
（R6年度～

環境衛生係）

更生保護活動の支援 住民環境課

02-01-09-05-01
生活環境係
（R6年度～

生活相談係）

交通災害共済事業 住民環境課

交通災害共済事業特別
会計

生活環境係
（R6年度～

生活相談係）

循環バスの運行 住民環境課

02-01-09-10-01
生活環境係
（R6年度～

生活相談係）

252

加入者の増加のために、周知方
法を紙ベースやインターネットを
より活用し、募集時期にはメール
配信や新聞等の媒体を活用し加
入者増を図っていく。

14,000

1,448105,316103,8688 手法改善

人口減少を見込んだ「ごみ処理基本
計画」に基づき目標値を設定してい
る。駅東リサイクルステーションの活
用によりごみの分別が進んでいるが、
引き続き資源物を含めた廃棄物の発
生を抑制する意識の向上のための広
報、周知を行うとともに、プラ類資源
化の実施に向けて準備を進める。

不要なプラスチックを減らすため
適切に処分を行っている。プラス
チック類資源化のモデル事業を
実施し、令和7年度からの実施に
向け、住民説明会などを開催。ご
み分別アプリ「さんあ～る」での周
知も行っている。

拡充

プラスチック類資源化を開始す
る。引き続き、廃棄物の発生抑
制のため周知を行う。イオン諏訪
店の新店舗開店に向けて駅東リ
サイクルステーションの運営方針
を検討する。

14,800 800

9 手法改善

犯罪を犯した人の更生は、公にできな
い部分が多いが、少しでも多くの町民
に理解していただく啓発活動が必要
である。また、地域での取組が重要で
あるため、町も積極的に活動を支えて
いく必要がある。

保護司会、更生保護女性会の活
動は例年通り実施している。主に
は「社会を明るくする運動」の一
環として、標語の募集や作文の募
集を行っている。例年同様役員が
各学校を訪問し趣旨の説明と提
出のお願いを行った。作文の提
出数が減ってきている現状もある
ため、子どもたちの理解が得られ
るようヒントとなるチラシも添付し
依頼した。

手法改善

まずは子どもたちに社会を明るく
することに対する関心を持っても
らうことが重要で、大切な事業と
考えるので、引き続き啓発活動
を実施していく。

0

地域公共交通計画による推進を
検証しつつ、新たな交通手段の
模索や検討を進めていく。

43,982 44,285 303

252

10 手法改善

交通災害を被った方の生活安定に寄
与する“相互扶助制度”であることを
ご理解いただけるよう、一層の周知を
行い、会員数の維持に努めていく。ま
た、町内会未加入者、転入者を対象
にしたインターネットでの申し込み、オ
ンライン決済の導入を目指し、関係者
と調整を図る。

町内会未加入者や転入者に向け
たインターネットからの申し込み
等を始めたところであるが、若者
を中心に加入者が増え始めてい
る。子どもの安全安心の一環にも
なり得るので子どもたちの加入を
促進し保護者にも加入してもらえ
るよう呼びかけを行う。

手法改善

11 手法改善

「あざみ号」では、地域公共交通計画
の策定に向けた法定協議会を立ち上
げ、下諏訪町内の公共交通全般の課
題の洗い出しを行い、次年度の計画
策定に向けた準備を実施した。「スワ
ンバス」では、スマホ乗車券を導入
し、利用者の利便性向上を行った。

地域公共交通協議において、地
域公共交通計画の策定を進めて
いる。より下諏訪町に合った交通
体系ができるよう、利用者の意見
も聞きながら完成を目指し、持続
可能な公共交通を目指していく。

手法改善



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
住民環境課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減

消費者団体の育成と消
費生活の知識普及

住民環境課

02-01-07-05-01
生活環境係
（R6年度～

生活相談係）

移動販売事業 住民環境課

02-01-09-22-01
生活環境係
（R6年度～

生活相談係）

手法改善

引き続きご意見を伺いながら現
状を維持し継続する事を考えて
いる。新店舗ができても買い物を
したいという意見も多いことから、
改善もしながら継続していく。

5,144

利用者からの要望や苦情等を聞
き取りし、よりよく皆さまにご利用
していただく環境の整備を行って
いる。多数のご意見は便利である
事や継続を望む声が多いのでこ
の事業も定着してきている感じが
ある。

1695,313

▲ 112

〈令和５年度事務事業評価シートから転記〉

13 手法改善

各場所での移動販売は、買い物弱者
に対する支援の一環となるとともに、
利用者同士の地域コミュニティの場と
しての機能も果たしている。引き続
き、利用者の声や要望を聞きながら、
さらに充実した事業となるよう努めて
いく。利用者数が伸び悩んでいるた
め、販売場所等の見直しを図る。

12 手法改善

全町民が安心・安全な消費生活を送
るため、必要な知識の普及をするた
めの各事業を実施する必要がある。
万が一生じたトラブルについては、県
消費生活センターや近隣市町村、警
察等と連携を図り、被害者の救済に
努める。電話機の設置補助は令和７
年度までの時限措置のため、クロー
ズアップしもすわ掲載等により制度周
知と同時に早めの申請を促す。

特殊詐欺等防止機器購入補助金
を導入しているところであるが、補
助の申請件数が減ってきていると
ころ、詐欺的な電話がかかってく
る事案がまた増加している傾向も
ある。消費者の会とも連携し、被
害防止に役立つ講演会を開催す
る。

手法改善

特殊詐欺等防止機器購入補助
金の制度は令和７年度で終了と
なるため、その前に再度周知を
し、安心安全な社会となることに
寄与する。携帯電話等には装置
が付いていないので紙ベースや
メール配信等により周知を図って
いく。

563 451



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

相談支援包括化推進事
業
多機関協働事業
（重層的支援体制整備事
業）

保健福祉課

03-01-01-18-01 福祉係

包括的支援事業 保健福祉課

03-01-04-14-01 高齢者係

母子保健事業 保健福祉課

04-01-02-10-01 保健予防係

31,191 3,135

3 拡充

妊娠出産包括支援事業の国庫補助
を活用し、産後ケア、産前産後サポー
ト、産婦健診事業の実施により、妊
娠、出産、育児を切れ目なく支援でき
る体制の充実を図っており、より一層
の相談支援の充実が必要。令和６年
度は、産後ケア事業助成金額の増
額、通所型の実施及び里帰り出産の
方への償還払い等を行い、育児不安
及び経済的負担の軽減に取り組む。

産後ケア事業では、助成券を６枚
から12枚（１枚1,000円）に増額し
交付、通所型の実施、里帰り出産
の方への償還払いが実施できる
体制とできている。

拡充

産後ケア事業の充実を図るほ
か、国が実施を求めている１か
月児健診の予算を計上する。ま
た、職種別報酬額の変更に伴
い、乳幼児健診に従事する会計
年度任用職員の報酬が増額とな
る。

19,635

2 拡充

高齢化率の上昇と共に支援内容が多
様化してきており、相談援助や権利擁
護などに加え、生活支援や認知症施
策などの事業を適切に組み合わせな
がら総合的かつ継続的な支援を行っ
ていく必要がある。町の高齢者福祉
計画策定のための高齢者実態調査に
寄せられた町内高齢者の意見等を参
考に、各種施策の推進に取り組みた
い。

認知症初期集中支援チームの活
動により認知症高齢者の早期発
掘と社会資源につなげることがで
きている。認知症支援協議会にお
いては民間事業所を巻き込んだ
仕組みの在り方を検討しており、
今後の認知症高齢者の地域での
見守りに関する理解普及に取り
組めている。今後においては役場
職員を対象とした認知症サポー
ター養成講座に試験的ではある
が新たにグループワークを組み
込み、ロールプレイング研修を組
み合わせた講座の開催やサポー
ターの講師役となる認知症キャラ
バンメイト養成研修への参加を予
定している。

拡充

高齢者福祉計画に掲げる地域包
括ケアシステムの深化に加え、
認知症初期集中支援チームにお
ける業務量及び困難案件等の協
議を行う地域ケア会議の対象者
が増加傾向にあるため事業費の
拡大は避けられない。
認知症に起因するものだけでな
く、複雑困難化する高齢者支援
ケースを適切に支援するための
体制構築が必要になる。

821

28,056

20,456

10,104 12,021 1,9171 拡充

介護、障がい、子ども・子育て、生活
困窮の相談支援や地域づくり等の取
組を活かしつつ、地域の幅広い支援
関係機関の連携のもと、属性を問わ
ない相談支援、多様な社会参加に向
けた支援、地域づくり支援を一体的に
実施することが求められており、引続
き実施していくことが重要である。令
和６年度から重層的支援体制整備事
業の多機関協働事業等に移行する。

令和6年度から国の重層的支援
体制整備事業に移行し、多機関
協働事業、アウトリーチ事業、参
加支援事業を実施している。社協
より福祉専門員を派遣し、介護、
障がい、子ども・子育て、生活困
窮の相談支援や地域づくり等の
取組を活かしつつ、庁内連携の
強化や困難事例の多機関多職種
による重層的支援会議を開催し
課題の共有と解決に向けて支援
方針などを協議している。

拡充

引き続き庁内連携や多機関多職
種の連携により、8050問題や生
活困窮者などが抱えている問題
に対応していく。また、重層的支
援体制整備事業のメニューが拡
大していくなかで、町の新規・既
存事業の国庫補助対象事業の
洗い出しも急務と考えている。

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
保健福祉課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
保健福祉課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減

疾病の予防 保健福祉課

04-01-04-10-01 保健予防係

一般介護予防事業 保健福祉課

03-01-04-12-01 高齢者係

健康づくり推進事業 保健福祉課

04-01-05-10-01 保健予防係

3,557 2,784 △773

833

6 手法改善

健康ポイントは、前年度のアンケート
結果から重点テーマ及びアンケート項
目を設定し、健康意識の向上を目指
している。引き続きアフターコロナにお
ける健診（検診）の受診や食生活の改
善、運動の実践による住民の健康づ
くりや疾病予防を支援し、健康寿命延
伸を目指していく。健康ポイント管理
シートのアンケートによる健康づくりの
行動変容への働きかけを継続すると
共に、健診受診の継続ポイントを新設
する。

健康ポイント事業の管理シートの
アンケート内容を変更し、町の健
康課題に合わせた設問により健
康意識の向上を図っている。ま
た、健診受診の継続ポイントの新
設による受診勧奨ができている。

手法改善

健康づくり計画（第３次）策定に
係る予算を計上する。
健康ポイント事業は、健康啓発、
健康意識の底上げのため健康
づくりの支援として事業を継続す
る。

88,875

5 手法改善

アフターコロナを迎え、年間を通じて
教室の全てを実開催とすることができ
た。定員割れの教室も発生したため、
継続して参加し取り組めるメニューに
ついて検討していく必要がある。参加
者アンケート等を基に今後における教
室の運動強度や内容の見直しを行い
ながら、介護予防事業の充実化を図
る。

一般介護予防教室は、長年の取
り組みにより定着した一方で、自
身の身体状態のイメージと実情
が乖離した方や予防の範疇を超
えた方が引き続き予防教室に参
加していることもあるため、より適
切な事業となるよう教室内容や強
度等の見直しが必要になってい
る。
また年明けを目途にオーラルフレ
イルと認知症の両者の予防を目
的とした事業を予定している。介
護予防事業をメインにしながら、
新たな地域資源や人材の養成と
いった副産物につなげたい。

拡充

一般介護予防教室は、当町に定
着した事業であり、介護予防だけ
でなく、フレイル状態の方等のス
クリーニング的な役割を果たすこ
とができていることから事業の継
続は必須である。教室によって
は固定参加者がいる一方で、自
身のイメージとの相違から教室
の強度についていけなかったり、
予防の範疇を超えた方などもい
るため、予防に相当する適切な
対象者が利用できるよう運動強
度や内容の見直しをしていきた
い。

25,759 26,592

97,762 8,8874 拡充

町内外の医療機関での個別接種によ
り、接種可能月齢から、かかりつけ医
のもと安心・安全に予防接種が受けら
れる体制が整えられている。引き続
き、健診の機会や接種勧奨通知等を
とおして、接種率維持に努めていく。
令和６年度からは新型コロナワクチン
が定期接種化されるため、予算を拡
充して対応する。

HPVワクチンキャッチアップ接種
（積極的勧奨の差し控えにより接
種機会を逃した方が対象）の最終
年度のため、駆け込みで接種を
希望される方が多い。10月15日
から高齢者のインフルエンザ予防
接種と新型コロナウイルス感染症
予防接種がスタートし、自己負担
の免除申請を受付けているが、
例年よりも多い状況。

拡充

風疹に係る公的接種を受ける機
会がなかった男性が対象の抗体
検査は終了するが、HPVワクチ
ンのキャッチアップ接種期間の延
長や帯状疱疹ワクチンの定期接
種化が決定したことから増額とな
る。



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
保健福祉課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減

「ハイム天白」の運営（施
設介護サービス事業）

保健福祉課

特別養護老人ホーム事
業特別会計

ハイム天白

(新)障がい者計画等策
定業務

保健福祉課

03-01-02-18-01 福祉係

(新)高齢者福祉計画策
定事業

保健福祉課

03-01-03-10-01 高齢者係

新型コロナワクチン接種
事業

保健福祉課

04-01-04-12-01・14-01 保健予防係

0

130,902 137,091 6,189

8 廃止

計画策定を進めるうえで、関係団体
や専門家等委員を広く募り、策定委
員会を開催した。また、障がい者（児）
の皆さんへのアンケートやパブリック
コメントを実施し、計画策定が完了し
た。

0

7 手法改善

地域の中で唯一の公設公営の施設と
しての役割が増えており、これに対応
できる人材の確保、設備の維持など
適切な施設管理と効率的で効果的な
事業運営に引き続き努めていく必要
がある。入所者の手続きの中心となる
生活相談員には入退所に係る事務に
専念できるように業務全般の分担を
見直す。

効率的で効果的な事業運営を推
進する上で、料金収入の確保が
求められる。そのため、介護報酬
の適切な事務処理、隙間ない利
用者の入所事務に注力を傾け、
実践している。

手法改善

空床を減らすことが料金収入の
確保に繋がるため、利用希望者
が少ない短期入所生活介護サー
ビスの定員を減らし、指定介護
老人福祉サービスの定員を増や
す。また、適切な事業運営を維
持するためには、全職員が共通
の認識と意識を持つことが必要
であり、限られた予算の中で施
設として優先すべきことを見極
め、予算措置を行った。

〈令和５年度事務事業評価シートから転記〉

10 廃止

令和３年３月から開始となった事業だ
が、令和５年度で特例臨時接種として
の接種は終了。接種を希望する対象
者への接種は実施できた。令和６年
度からは、65歳以上の定期接種とな
るため、本事業は廃止とする。

09 廃止

前年度のアンケート調査、諏訪広域
連合第９期介護保険事業計画を踏ま
え、第１０次下諏訪町高齢者福祉計
画の策定が完了した。



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

移住交流総合拠点整備
事業

産業振興課

07-01-05-20-01 商工係

労務対策事業 産業振興課

05-01-01-10-01 商工係

博物館の維持管理 産業振興課

07-01-06-10-01
文化遺産
活用係

星ヶ塔ミュージアムの維
持管理

産業振興課

07-01-07-22-01
文化遺産
活用係

▲ 6,052

10,567 ▲ 1,868

4 拡充

観光振興局による星ヶ塔遺跡ツアー
やその宣伝効果によって星ヶ塔遺跡
への関心が全国的に高まっているの
で、この機会を捉えて、より多くの方に
星ヶ塔遺跡を知っていただき、遺跡の
魅力を感じ取ってもらえるように、展
示解説の更新や展示品のリニューア
ルなどの事業展開を図っていく。

遺跡発掘調査のアナログ写真を
デジタル化し、映像化したものを
デジタルサイネージで公開する事
業を進めている。写真のデジタル
化は７割完了し、デジタルサイ
ネージを設置する展示室のリ
ニューアルについて展示業者と協
議を進めている。

縮小

星ヶ塔ミュージアムの活用を推
進するため、展示の更新や、常
時展示解説ができる専門の職員
を配置する予算措置を行いた
い。R6年度にデジタルサイネー
ジ設置事業が完了したため、予
算規模は縮小を見込む。

9,581 3,529

2,055 1,971 ▲ 84

3 拡充

当面は不具合箇所の早期改善に努
めるとともに、今後の改修に向けて優
先順位等を検討していく。令和６年度
は、館内の劣化箇所について修繕を
実施する。

今年度は、博物館内のエントラン
ス天井、展示室壁面、ライトコート
タイルの劣化個所を修繕してい
る。

現状維持

博物館の玄関天井塗装、外壁塗
装など、館内外の劣化個所につ
いて修繕を実施する予算措置を
行いたい。

12,435

2 拡充

若者の都市圏の大企業への就職願
望が高く、地方の中小企業の人材確
保が年々難しくなってきているため、
令和6年度は新たに「奨学金返還支
援補助金」を開始し、企業の雇用促進
支援を継続して行うとともに、確実な
人材確保による生産性向上を図り、
地域経済の活性化につなげていく。

「奨学金返還支援補助金」につい
ては、町内で補助金返還支援を
実施している事業所はなく、当該
補助金の整備により労働環境の
整備を促していく意図を意図して
制度設計した。現在までに当補助
金の利用実績はないが、商工会
議所や労務対策協議会を通し
て、町内事業所に周知を図ってい
く。

現状維持

中高年等雇用促進奨励金につい
ては、10年以上利用がないた
め、実情に合わせて予算を減額
したが、町内事業所での奨学金
返還支援補助金等他の支援制
度も含めてより一層の周知を図
るとともに、労務対策協議会と連
携して、就職相談会の実施等に
より人材の確保を促進する。

1 拡充

移住定住促進調査委員会の検討結
果を踏まえ、旧矢﨑商店を登録有形
文化財文化財に登録し、歴史的・文
化的価値を損なわずに移住交流拠点
として活用する方針をまとめた。当委
員会は、この成果をもって活動を終え
たため、令和6年度の事業活動成果
の指標を更新し,事業内容の住民理解
及びPRに注力し、着実な事業推進を
図る。

旧矢﨑商店を、国の登録有形文
化財に登録して活用する方針に
より、信州大学の価値づけ調査
や、長野県建築士会（ヘリテージ
マネージャー協議会）による文化
財としての価値を損なわない活用
方法の検討等、産・学・官による
検討を進め、令和７年度中の国
の登録有形文化財の登録、及び
実施設計を目指している。

拡充

旧矢﨑商店の価値づけ調査及
び、耐震検討結果を踏まえた実
施設計により、令和８年度工事、
令和９年度の施設供用開始を見
込む。

4,006 7,350 3,344

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
産業振興課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
産業振興課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減

しごと創生推進事業 産業振興課

07-01-05-14-01 商工係

勤労者福祉対策事業 産業振興課

05-01-01-12-01 商工係

しもすわ今昔館おいでや
の管理運営

産業振興課

07-01-03-14-01 観光係

11,758 1,015

31,418 23,454 ▲ 7,964

7 手法改善

施設の維持管理においては、老朽化
した建物・設備を都度改修していく必
要がある。今後も時計作り体験や埋
蔵文化財といったコンテンツを高付加
価値化することで、特色ある体験型施
設として、観光客の誘致誘客を図る。
売上目標を達成するために、事前の
営業活動や新たなお客様に対する情
報発信の強化を図る必要がある。

観光客に魅力的な施設を目指し
て、儀象堂については、収益のメ
インとなる時計づくり体験につい
て、学習旅行を取り扱う旅行会社
への法人営業を強化している。ま
た、インバウンド旅行者を対象と
した高付加価値な時計作り体験
の提案も行っている。建物の老朽
化が激しいため、最低限改修する
ことが必要となっている。

現状維持

時計作り体験は、個人・団体旅
行者に好評であるが、新たな顧
客獲得に向けて体験内容の見直
しを行っている。建物の老朽化に
伴う経費（エレベーター修繕、
PCB廃棄物処分等）が必要なた
め、必要なものから優先順位を
つけ対応をする。

10,743

実情に合わせて、事業協力者謝
礼や事業用資材代の見直しによ
る予算の効率化を図った。入居
者と地域住民との交流の機会を
創出し、当町との結びつきを強め
ていただく。
また、入居者については書類審
査や面談を確実に実施し、まち
づくりに資する方を確実に呼び込
んでいく。

2,726 2,112 ▲ 614

6 手法改善

岡谷・下諏訪地域は中小・零細企業
の集積地であり、企業ごとに勤労者
の総合的な福利厚生メニューを用意
することが難しい。本施策により勤労
者が働きやすい環境を整え、中小企
業の振興及び地域社会の発展を図る
ため、継続して（一財）諏訪湖勤労者
福祉サービスセンターの会員獲得に
努めていく。

（一財）諏訪湖勤労者福祉サービ
スの会員獲得を図るため、HPや
広報による周知等を実施し、若干
ではあるが会員の増加につな
がったが、まだ十分とはいえな
い。引き続き粘り強く周知し、会員
の減少に歯止めをかけていく。

現状維持

R6に続き、（一財）諏訪湖勤労者
福祉サービスの会員獲得のた
め、HPや広報による周知や、企
業訪問による事業内容の説明を
実施するとともに、勤労者生活資
金融資制度等を通して、勤労者
の福祉向上を図る。
なお、当該制度の預託額は、融
資実績を勘案して減額したが、
事業実施に対して十分な預託額
を確保している。

5 手法改善

令和６年３月で期間満了により入居者
が全員退去したことを期に、入居者の
募集要件やサポート体制等を整えた
うえで、令和６年度から募集を再開す
る。テレワーカーも入居できるよう要
件を拡大するほか、「お試し入居期
間」の設定や丁寧なヒアリング等で入
居者サポートの充実を図る。

入居資格に「テレワーカー」も含
め、他地域と当町の２拠点で生活
する方が居住できるよう要件を拡
大した。10月末現在３名の入居者
が生活しているが、いずれも専門
分野で実績のある方々であり、既
に事業を立ち上げている。彼らの
人脈で新たな入居者希望者を
募っており、多様な人材によるホ
シスメバの運営が期待されてい
る。

現状維持



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
産業振興課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減

伏見屋邸の維持管理 産業振興課

07-01-06-22-01
文化遺産
活用係

今井邦子文学館の維持
管理

産業振興課

07-01-06-20-01
文化遺産
活用係

柿蔭山房公開活用事業 産業振興課

07-01-07-16-01
文化遺産
活用係

(新)プレミアム付商品券
発行事業支援業務

産業振興課

07-01-02-12-01 商工係

1,7458 手法改善

街道歩きを楽しむ観光客の増加に期
待しながら、展示会などの回数を増や
すなど、多くの方に喜ばれる事業を展
開していく。

上半期の入館者数は4,443人で、
前年度を162人上回る数値となっ
ている。サポート倶楽部による展
示やイベントの活動が行われて
おり、賑わいが戻ってきている様
子がうかがえる。

現状維持
一年を通してサポート倶楽部が
活発に活動できるよう予算計上
をしたい。

1,974 3,719

〈令和５年度事務事業評価シートから転記〉

0

517 25

11 廃止

長期化する新型コロナウイルス感染
や、エネルギー・食料品価格等の物
価高騰に係る緊急経済対策として令
和５年度限定で実施されたため。

1,828 1,898 70

10 縮小

令和４年度は土日祝日に公開してい
たが、入館者数が少なく、プラス方向
への伸びが期待できないことから、令
和５年度は日曜日のみの公開とした。
入館者が非常に少ない状況であるた
め、日曜日の定期公開を廃止し、見
学希望の団体などへの随時公開のみ
の対応をしていく。

本年度は見学希望の団体等に対
して随時公開することとしてしてい
るが、上半期は希望者がなかっ
た。文化財としての建物の維持の
ために茅葺屋根の燻蒸を実施し
ている。また、庭の維持のために
定期的な除草を行っている。

現状維持

令和7年度も希望者への随時公
開として、文化財の価値を損ね
ないように建物や庭の維持管理
に努めていく。

492

9 手法改善

コロナの影響が収まらない状況で入
館者が伸びなかったが、短歌がブー
ムになっていることもあるので、常設
展のリニューアルや、企画展などの開
催を検討し、短歌ファンはじめ多くの
方に喜ばれる事業を展開し、入館者
増を図っていく。

上半期の入館者数は773人で、前
年度を150人下回る数値となって
おり、減少傾向が続いている。12
月～2月の閑散期は平日休館とし
て経常経費の削減に努める。昨
年度開始した「今井邦子文学祭」
は今年も好評であり短歌や文学
のファンに喜ばれる事業となって
いる。

現状維持

管理費の削減を図るため、冬季
の平日休館を続ける予算措置と
した。好評を得ている「今井邦子
文学祭」は引き続き開催予定で
あり、講師謝礼等の必要な経費
を予算計上したい。



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

国道20号バイパスの建
設促進

建設水道課

08-04-04-10-01 関連調整係

都市計画道路３・４・12号
赤砂東山田線整備事業

建設水道課

08-04-06-10-01 関連調整係

〈令和５年度事務事業評価シートから転記〉

0

114,141 24,252

1,108 1,919 811

2 拡充

事業計画説明会及び用地説明会が
開催され、また境界立会が実施され
るなど大きく動き出している。今後、物
件調査を経て事業用地譲渡のための
個別交渉に移っていく。早期の完成を
目指し、長野県と調整をとりながら着
実に整備を進めていく。

現在街路事業区間では、道路詳細設
計、地質調査、取付道路設計及び物
件調査が行われており、道路事業区
間では、下諏訪岡谷バイパス接続部
の橋梁設計及び物件調査が行われ
ている。
また9月には「整備事業に係る進捗状
況・用地補償説明会に係る地権者説
明会」を開催し、県とともに事業に対
するご理解とご協力をお願いした。

拡充

令和7年度は事業用地取得及び道路
新設工事に着手していくことから県事
業費が大幅増となり地元負担金も増
額となっている。
また、赤砂東山田線新設に伴い、残
地のうち町事業地として活用すること
ができる用地を取得するための用地
購入費を新規計上した。
今後町事業として整備を行っていく箇
所が明確化されてくることから、県の
事業進捗に併せながら環境整備を
行っていく必要がある。

89,889

1 拡充

下諏訪岡谷バイパス第１工区は、令
和6年8月に（仮称）山田トンネルが竣
工予定となっており、また令和6年中
に砥川本線橋建設のための仮桟橋の
一部が完成する予定となっている。諏
訪バイパスは、一部調査中区間（4.7
㎞）となっているため建設促進期成同
盟会とともに早期全線事業化及び早
期完成に向けた活動を行っていく必
要がある。

下諏訪岡谷バイパス第一工区では10
月末に山田トンネルの掘削が完了し、
引き続き舗装等工事に着手している。
一方起点部では砥川仮桟橋の設置
工事を実施しており年内に本年度事
業分が完成する予定となっている。
諏訪バイパスの事業化区間において
は、地質調査、施工計画等検討業
務、橋梁設計が実施されるなど着実
に事業を進めていただいている。
また町独自の取り組みとしてバイパス
事業への理解を深めてもらうため、10
月29日から11月5日まで「国道20号下
諏訪岡谷バイパス・諏訪バイパス展」
を開催した。

拡充

諏訪バイパスの事業化区間で行って
いる測量及び地質調査結果の住民
説明にあたり、図面等の説明資料を
諏訪市と合同で作成するため所要額
を新規計上した。
また、諏訪バイパスの早期全線事業
化に向け、建設促進期成同盟会より
中央要望を2日間実施したいとの意
向を受け、要望活動経費を増額計上
した。
引き続き国や県、各地区と調整を図
りながら、着実に事業を推進していく
必要がある。

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
建設水道課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

消防団にかかる費用 消防課

09-01-02-03,09-01-02-
05,09-01-02-10,09-01-
03-12

庶務係

〈令和５年度事務事業評価シートから転記〉

0

0

0

48,439 52,648 4,2091 拡充

災害発生時には、地域における消防
団員の役割は大きい。
令和５年度には数年間中止していた
各種訓練が再開された。地域の安
心・安全を守るため、引き続き、訓練、
装備品等の充実を図り有事に備えた
い。

消防団車両更新計画に基づき更新す
る小型動力ポンプ積載車は２月に納
入。

拡充

消防力強化のため、車両更新計画に
基づき第7分団の小型動力ポンプ積
載車を更新したい。
劣化の激しい屯所は計画的に改修
する。

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
消 防 課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

中学生海外研修事業 教育こども課

10-03-02-36-01（10-
01-02-18-01へ）

教育総務係

研修の家管理運営 教育こども課

10-04-02-14-01
子育て支援係
（R6～保育係）

生涯学習・社会教育の推
進

教育こども課

10-04-01-05-01・12-01 生涯学習係

2,961 ▲ 5,874

2,586 1,894 ▲ 692

3 拡充

アフターコロナを踏まえた「学び」の再
開と社会教育関係団体の活動の活性
化を継続して支援していく。
支援の手段として、歴史文化伝承補
助金の認知度が上がるよう、周知普
及を図るとともに、社会教育委員会で
制作した星ヶ塔遺跡の紙芝居の活用
を通じて当町の魅力を伝えていく。

歴史文化伝承事業補助金の活用
申請者は２件（R6.10.31現在）。コ
ロナ禍も過去となり、分館を含め
た各種団体の活動も戻ってきて
いるが、本補助事業の申請にま
では結び付いていない。
・分館：１館（４区）
・下諏訪みらい塾デジタルアーカ
イブ班

現状維持

・現在行っている活動等の継続
・二十歳を祝う会の記念品に郷
土の銘菓を加えることで、故郷回
帰のきっかけとすることの継続
（３年目）
・令和７年度から教育支援強化
のため教員ＯＢの会計年度任用
職員を教育総務係に集約すると
したことに伴い、当係の当該職員
２名が所管替えとなったため対
前年度比で大幅な減少となっ
た。

8,835

2 拡充

県内でも無料でキャンプを行える数少
ない施設の一つであり、町民のみで
なく、県内外の方からご利用いただい
ている。コロナ明けから利用者が戻っ
てきているが、施設の老朽化が懸念
されるため、事故のないよう計画的に
施設の維持管理に努める必要があ
る。

令和６年度においては、研修の家
の過去からの不具合箇所であ
る、ウッドデッキ・屋外シャッター・
電気設備の最低限の修繕を行う
こととし拡充となったが、これらに
ついては閉園となり利用者がいな
くなる１１月に工事を行った。また
キャンプ場利用者については、若
干の減少がみられたが、ソロキャ
ンパーが増となるなど利用者自
体は好調を維持している。

縮小

令和７年度については、消防設
備の老朽化対策として修繕費を
計上しているが、令和６年度程の
修繕規模とならないことから縮小
を見込んでいる。
また、これと並行して令和７年度
からは研修の家老朽化に伴い
キャンプ場を含めて今後のあり
方について検討を開始してまい
りたい。

1 拡充

令和５年度は、久しぶりに１２名の中
学生の参加で事業の実施ができた。
令和６年度からは、「中高生海外研修
事業」として対象を高校生まで広げて
実施予定。また、場所をニュージーラ
ンドからオーストラリアに変更。そのた
め、事業の安全性、妥当性等を判断
するため町長を始め５人での事前視
察を行う。

中高生海外研修事業として、中学
生12人、高校生4人をオーストラリ
アに派遣することが妥当か事前
視察を行い、決定した。現在、参
加者の抽選が終わり、事前説明
会を実施し、事前研修を実施して
いる。

縮小

参加人数は中学生12名,高校生4
名の計16人にて実施予定。
事前視察はR6年度のみの実施
であることから、R7年度の事業
の予算は減額となっている。

12,202 7,440 ▲ 4,762

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
教育こども課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
教育こども課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減

総合文化センターの運営
管理と自主事業

教育こども課

10-04-06-10-01・12-01 生涯学習係

オリンピック交流継承事
業

教育こども課

10-05-01-10-01

スポーツ
振興係

（R7～総務課
企画係）

子育てふれあいセンター
事業

教育こども課

03-02-06-10-01・12-
01・14-01・16-01

子育て支援
係

（R6～こども
家庭相談係）

健康運動支援事業 教育こども課

10-05-04-14-01
健康

サポート係

▲ 3,4584 拡充

利用者にとって安全で、運営者にとっ
て安心して運営ができるようにするた
め、大規模改修を実施する。リニュー
アル後を見据え、新たに設置した企
画運営協議会との協働により、利便
性を高め、誰もが文化芸術に親しめ
る施設運営を検討していく。加えて、
自主事業の企画力不足は深刻である
ことを念頭に、協働により事業企画及
び開催を検討していく。

・大ホール天井脱落防止対策等
改修工事を実施中
・小ホール及びもみの木モール天
井耐震化等改修の「実施設計（修
正・追加）」を実施中（11月より一
般照明ＬＥＤ化改修を追加）
・企画運営協議会を４回開催（客
席色の検討・予約や使用時間区
分など利用方法の検討）

現状維持

・自主事業は、例年どおりの事業
を行っていく。
・小ホール等の改修費用は、昨
今の物価高騰や人手不足などが
影響し、８月の実施計画時比で
約３億円増加。
・改修工事は、安全性確保のた
め、技術力に対する信頼性を確
保した上で適切な施工を行う。

938,070 934,612

2,628 21

12,104 14,648 2,544

7 手法改善

指標としている、健康スポーツゾーン
を活用した「みずべフィットネス教室」
については、町民のニーズを把握した
うえで、講座内容を見直すなど手法の
改善が必要である。

健康スポーツゾーンを活用した
「みずべフィットネス」をはじめ、各
種の講座を開催している。内容に
ついても、これまでの実施内容を
もとに受講者のニーズにより見直
しを行い、受講の拡大に努めてい
る。

現状維持

町職員（健康運動指導士）に加
え、健康サポータが担当する運
動講座を開催するための謝礼、
外部委託による教室等を開催す
るための委託料について予算措
置を講じ、講座のバリエーション
を広げることで幅広い年齢層の
運動機会の増進を図っていきた
い。

2,607

6 手法改善

子育て親子や高齢者がふれあえる場
所として、引き続き事業を行っていく。
感染予防対策には引き続き配慮のう
え、制限の緩和、見守り・相談対応の
充実により安心して利用できる体制を
維持する。利用者のニーズに合わせ
て部屋の利用制限や利用時間をさら
に検討し、運営につなげる。

感染対策として制限していたラン
チルームの利用を再開した。上半
期の利用者数はほぼ前年度並み
となっている。

現状維持

感染対策に配慮したうえで、これ
までの利用制限を緩和し、利用
者数は回復傾向。少子化傾向を
踏まえ、現状の利用者数を維持
できるよう事業を継続する。
予算の大幅な増額は主に職員
報酬単価増額によるもの。

5 拡充

イタリアとの交流についての折衝・調
整、検討を進めることができたため、
今後具体的な連携に向けた取り組み
を推進していく。

町内で東京オリンピック事前合宿
を行ったイタリアとの交流継続事
業として、委託する電通を通じ
て、ボート練習場、競技場を保有
する自治体と交流ができるようイ
タリア各関係諸機関との均衡、調
整を進めている。

拡充

町理事者等の渡航費等を予算
措置し、現地訪問を行い、イタリ
アの自治体等との交流の機会の
確保を目指すなど、オリンピック
レガシーの継続を講じていきた
い。

1,000 4,400 3,400



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
教育こども課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減

スポーツの振興 教育こども課

10-05-01-05-01・10-01
スポーツ振

興係

スポーツ施設の整備充
実

教育こども課

10-05-02-10-01、10-
05-03-05-01・10-01

スポーツ振
興係

宇宙教育事業 教育こども課

10-02-02-28-01、10-
03-02-30-01

教育総務係

（新）子育て世帯生活支
援特別給付金給付事業

教育こども課

03-02-05-18-01・22-01
子育て支援係
（R6～こども
家庭相談係）

▲ 2478 手法改善

令和5年度より新たに策定した「第3期
下諏訪町スポーツ推進計画」に基づく
施策展開の必要があるため、手法改
善としており、引き続き現状施策に係
る経過を確認していくと共に、新たな
参加者の開拓も必要と考える。

バレーボールのスポーツ教室を
契機にＶＣ長野トライデンツとの
ホームタウンパートナー協定が締
結されるほか、3年ぶりに町民ス
ポーツ祭が開催されるなど、町民
がスポーツに触れる機会を増や
すことが出来ている。

コスト低減

R7年度は町ｽﾎﾟｰﾂ推進員の改
選となるが人選も含め、必要な
予算措置を講じていく。また全国
市町村交流レガッタはＲ７は兵庫
県（Ｒ６は鹿児島県）での開催と
なり、継続して選手の遠征費等
精査しながら必要な予算措置を
講じていきたい。

11,977 11,730

0

0

11 廃止

事務事業名としては前年度と同一で
はあるが継続事業ではなく、本事業
は令和５年度限りで行われた国、県
の事業であり、町要綱も令和５年度限
りの事業として定めたもの。

ｽﾎﾟｰﾂ施設の老朽化に伴い、要
修繕、改修箇所が増えてきてお
り、老朽化が著しい、体育館正面
玄関階段の修繕を行う。また未
来議会で指摘のあったスポーツ
施設のＡＥＤ設置場所について、
ＡＱＵＡ未来とスポーツコミュニ
ティセンターへ配備のＡＥＤは、
専用収納ボックスを設置し、非常
時に備えていきたい。

27,873 30,429 2,556

10 廃止

宇宙航空研究開発機構（JAXA)より、
H20年に結んだ宇宙教育活動に関す
る協定書の解除の申し出があり、そ
れを受けることとなったことから、当事
業に関しては廃止とする。

9 手法改善

体育施設利用者数は目標値以上とは
なったが、計画的に体育施設の整備・
更新等を進めているものの、廃止や
大規模改修が必要な施設について、
公共施設等総合管理計画に基づき、
計画的な改修・除却を行う必要があ
る。また、継続的な維持管理を実施し
ていくためにも民間を活用した指定管
理者制度の導入など運営方式を含め
た幅広い研究が必要となる。

今年度は、老朽化に伴い、昨年
一部損壊したﾃﾆｽｺｰﾄ防球ﾈｯﾄの
北側及び東側の改修工事を宝く
じ助成金を活用して下半期で実
施。

拡充



課名：

事　　業　　名 課　　名

事　業　コ　ー　ド 係　　名 総合評価 説　　　　　　明

事務事業評価結果の当初予算への反映状況調書
教育こども課

（単位：千円）

番号
令和５年度事務事業評価結果 前年度の評価結果を踏まえた

上での令和６年度の進捗状況
（目標達成率、途中経過等）

左記の進捗状況を踏まえた上での
令和７年度当初予算に対する考え方

R6年度
予算額

R7年度
予算額

増　減

(新)全国市町村交流レ
ガッタ等開催事業

教育こども課

10-05-01-05-01
スポーツ
振興係

（新)オリンピアン教室開
催事業

教育こども課

10-05-01-10-01
スポーツ
振興係

（新)体育館非常用電源
改修事業

教育こども課

10-05-02-10-01
スポーツ
振興係

012 廃止

ﾎﾞｰﾄｻﾐｯﾄでは、協議会加盟31市町村
中26市町村、66名が参加。交流ﾚｶﾞｯﾀ
では、111ｸﾙｰ(内､当町からは 12ｸ
ﾙｰ)のｴﾝﾄﾘｰ、延べ935名が参加した
ほか、大会当日のおもてなしﾌﾞｰｽに
は多くの町民も訪れるなど、町内外の
多くの皆さんに一つのイベントとして
楽しんでいただいた。なお、協議会加
盟市町村持ち回りの大会のため（Ｒ６
年度開催地：鹿児島県薩摩川内市）
廃止。

〈令和５年度事務事業評価シートから転記〉

0

14 廃止
単年度事業であり、年度内に改修工
事は完了したため廃止。

0

13 廃止

本事業は町制施行130周年記念事業
と位置付けられ実施した事業であるた
め、次年度への継続事業とはならな
いため廃止。


